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この度の大震災で被災されました皆様に心からお見舞いを申し上げます。そして公益社団法人 北海

道臨床工学技士会会員の御家族や御親類が被災された皆様もおられることと思われます。重ねて心から

お見舞いを申し上げます。 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会では社団法人 日本臨床工学技士会や関連学会等と緊密な

連携をとりながら臨床工学技士のボランティア派遣等の活動を進めて参りました。この様な状況下の中、３

月２０日（日）に開催予定でした第６回医療安全・呼吸療法セミナーを自粛中止とし、参加登録をされた皆

様には大変ご迷惑をお掛けいたしました。今回の激甚災害は二度と起きて欲しくはないですが、我々は日

頃からこの様な災害時には迅速な対応がとれるよう活動して参ります。 

 甚だ略儀ではありますが、書中をもちましてお見舞い申し上げます 

 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会 

会長 室橋 高男 

 

去る平成 23年 1月 23日（日）、KKR札幌医療セン

ター 3階 第２会議室におきまして、平成２２年度公益

社団法人北海道臨床工学技士会臨時総会が開催さ

れすべての議案は承認されました。 

当会は、平成 22年 11月 1日に公益社団法人へ移

行したことから、移行後 3 か月以内に特例民法法人

（旧法人）における最終事業年度に関わる計算書類を

作成し、道へ報告することが義務付けられていました。 

よって、新公益法人による総会を開催し、平成 22年

4 月 1 日から 10 月末日までの活動および決算報告を

行い、会員皆様から承認頂いた後、道へ報告する必

要がありました。 

ご多忙な時期にも関わらず、積極的に御協力頂い

た会員皆様に篤く御礼申し上げます。    

臨時総会の様子 
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終了後に回収したアンケートでは、ほとんどの方

に「満足」との回答を頂きました。講師の先生方、司

会を引き受けて頂いた諸先生方には、この場を借

りて篤く御礼申し上げます。 

参加総数  ８２人 

道内の各臨床工学技士養成校の成績優秀者

に贈られる平成 22年度（社）北海道臨床工学技士

会会長賞が、今年度の卒業生の中から以下の 4

名に決定されました。 

 

・ 西野学園札幌医療科学専門学校  

臨床工学技士科  一関 泰人 さん 

 

・ 北海道ハイテクノロジー専門学校  

臨床工学技士学科  山口 紗季 さん 

 

・ 北海道工業大学 医療工学部  

医療福祉工学科   金谷 主真 さん 

 

・ 吉田学園医療歯科専門学校  

臨床工学科  山越 貴弘 さん 

 

４名の方、受賞おめでとうございます。今後の臨

床工学技術の向上、さらには医療業界全体への

発展を目指し、ご活躍を期待しております。 

セミナー会場の釧路労災病院 

去る平成 23年 3月 5日（土）、釧路労災病院に

おきまして、北海道手術室安全セミナーが開催さ

れました。 

北海道手術室安全セミナーは以前より電気メス

安全セミナーとして開催しておりましたが、近年の

医療安全に対する意識の高まりを踏まえ、手術室

の安全管理のみならず、病院全体の医療安全と

いう広義の話題を取り扱うセミナーとして、これま

でに札幌、旭川、函館など全道各地で過去１３回

開催し好評を頂いておりました。今回は道東の拠

点であります釧路での開催を企画致しました。 

講演内容は「電気メスの基本原理の理解と安全

管理」、「医療安全 ・・・終わりなき戦い・・・」およ

び「医療安全を考えるポイント」についての 3 講演

で、医療安全をテーマとして具体的な事故事例を

織り交ぜながらの情報の共有と事故対策につい

て解りやすく講演して頂きました。 

セミナーの様子 

この度の大地震で日本全国が非常事態となって

います。誠に勝手ながら、平成23年3月20日（日）

に予定していた医療安全・呼吸療法セミナーは自

粛中止とさせて頂きました。 

開催準備に御協力頂いた皆様、参加登録され

ていた皆様には、大変ご迷惑をお掛け致しました。  

この場を借りてお詫び申し上げます。 
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「PMDA メディナビ」（医薬品医療機器情報配信サ

ービス）は独立行政法人 医薬品医療機器総合機構

（PMDA）により運営され、医薬品・医療機器の安全

性に関する特に重要な情報が発出された時に、タイ

ムリーにその情報をメールによって配信するサービス

です。 

サービスにご登録頂くことにより医薬品・医療機器

等の重要な安全性情報を直ちに入手でき、保健衛

生上の危害発生の予防や防止に役立つものと期待

されます。 

PMDA のホームページでは、この他にも医療機器

の添付文書、ヒヤリ・ハット事例の検索や医療安全

情報の閲覧などができます。本紙でも PMDA から得

た情報を度々掲載しており、会員皆様の日常業務に

役立つ情報が多数掲載されていますので、ご紹介い

たします。 

＜参考＞ 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構のＨＰ 

http://www.pmda.go.jp/ 

 

東日本大震災で被災した宮城県気仙沼市立病

院の透析患者約 80 人が 19 日、道内の医療機関

に避難するため同市を出発した。病院側は「患者

数が病院の能力を超え、電気や水の供給が不安

定なため」としている。  

 病院によると、震災後に近隣の南三陸町や陸前

高田市などからも患者を受け入れ、通常の 180 人

を上回る約 200 人に透析をしていた。うち自力で

歩ける患者を避難の対象とした。  

 週に 3 回通院している菊地芳雄さん（75）は「移

動は大変だが、ちゃんと透析を受けられるのなら、

いい」と話した。 

（2011年 3月 20日：北海道新聞） 
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（詳細は独立行政法人 医薬品医療機器総合機構のホームページをご覧下さい） 
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◆RMニュース◆ 
 
＜呼吸器スイッチ入れ忘れ＞ 

富山県の病院で 2006 年に医師が人工呼吸器

のスイッチを入れ忘れたため、福井市の男性(32)

が一時心停止し、脳に損傷を受けて植物状態に

なったとして、男性と両親が病院側に約３億円の

損害賠償を求めた訴訟は 14 日病院側が解決金１

千万を支払うことなどで富山地裁で和解した。 

 男性は 2006 年 8 月に入院したが、自発呼吸が

困難なため人工呼吸器を装着していた。同 9 月に

CT 検査のため呼吸器を一度外した。簡易呼吸器

を使用し検査を行い、人工呼吸器につなぎ直した

が、スイッチを入れ忘れていたため、少なくとも 12

分以上無呼吸状態続いた。 

（2011年 2月 15日：共同通信社） 

＜酸素バルブが閉まり患者死亡＞ 

2月 28日午後 5時 20分頃、名古屋市の病院から

入院中の女性患者（58）が死亡したとの通報があ

った。 

 県警によると、28 日午前 11 時 45 分頃、酸素の

流入量が少なくなったことを示すモニターアラーム

が作動。医師と看護師が駆け付けると酸素バルブ

が閉まっており、酸素の供給が止まっていた。 

 28 日の朝に大部屋から個室に移動したときはバ

ルブが開いているのを数回確認している。 

（2011年 3月 1日 提供：共同通信社） 

平成23年度1月～平成23年3月までの理事会 

において以下の報告・協議がされました。 

・ 平成23年度事業計画・予算案の検討 

・ 道庁パネル展参加 

・ 北海道人工呼吸セミナー協賛 

・ 日本臨床工学技士会 透析液安全管理者セミナー 

  （札幌）開催協力 

・ 第６回医療安全・人工呼吸セミナー自粛中止 

・ 東北地方太平洋沖地震ボランティア協力要請 

 

日本臨床工学技士会 第 1期代議員選出選挙 

北海道からの当選者は、 

地方区 3名 

加藤 伸彦、室橋 高男、脇田 邦彦（ｱｲｳｴｵ順） 

全国区 2名 

大澤 貞利、真下 泰（ｱｲｳｴｵ順） 

の 5名となりましたことを報告いたします。 

 

下記に示すセミナー、学会等が開催されます。

皆様多数の参加をお願いいたします。詳細は公

益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームペー

ジまたは各記載の webサイトをご覧ください。 

****************************************** 

2011年 5月 21日（土）～5月 22日（日） 

「第 21回 日本臨床工学会」 

会場 別府国際ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ ﾋﾞｰｺﾝﾌﾟﾗｻﾞ 

大分県別府市山の手町 12番 1号 

http://www.jacet21.jp/ 

****************************************** 

2011年 ６月 2（木）～ 4日（土） 

「第86回日本医療機器学会大会」 
会場 パシフィコ横浜  

横浜市西区みなとみらい1-1-1 

http://www.jsmi.gr.jp/ 

****************************************** 

2011年 ６月１７（金）～ １９日（日） 

「第56回（社）日本透析医学会学術集会」 
会場 パシフィコ横浜  

横浜市西区みなとみらい1-1-1 

http://jsdt56.umin.ne.jp/index.html 

****************************************** 

注意!! 

大地震の影響により開催の中止、または延期を

検討されている学会、セミナーが多数あります。参

加を検討中の会員皆様におかれましては、関連学

会の開催概要を確認し参加されるよう願います。 

****************************************** 

2011年 5月 15日（日） 

「第７９回 北海道透析療法学会」 
会場 札幌コンベンションセンター 

札幌市白石区東札幌６条１丁目 

http://www.dotoseki.net/ 

****************************************** 
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このコーナーは、平成 21 年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、昨年 3月に北海道工業大学を卒業し、現在小清水赤十字病院にて勤務中の船橋一美

さんです。 

小清水赤十字病院 

船橋 一美 

（北海道工業大学 卒業） 

 

私は昨年 3 月に北海道工業大学 工学部 医

療生体工学科を卒業し、4 月より臨床工学技士

として小清水赤十字病院に勤務しています。小

清水赤十字病院での技士の業務は血液浄化業務

が主であり、その合間に医療機器の保守点検や

管理等、その他の業務を行っています。 

私自身、病院にお世話になったことは、子供

のころのインフルエンザか学生時代の予防接種

で、ぐらいの記憶しかなく、医療現場で働きた

いと思い技士を志したものの、学生時代は実際

に臨床現場で働いている自分というものをあま

り想像できませんでした。また、技士という職

業上、患者様と実際に接することも少ないのだ

ろうと思っていました。しかし、実際には血液

浄化業務に携わっているため、日常的に接する

のは維持透析のため透析室に来る患者様がほと 

んどであり、機械と向き合う時間よりも患者様

と接する時間のほうが断然長いのだと思いま

す。また、同じ患者様と一日おきには顔を合わ

せ、数時間は同じ空間でともに過ごすという環

境にあり、透析中の患者様の状態管理にもコミ

ュニケーションが欠かせないことを、技士とし

て実際に働いて改めて実感しました。また、透

析患者様とは継続的に関わるので、信頼関係を

築くことの重要性とその難しさを日々感じてい

ます。 

臨床工学技士として勤務して早くも 1 年が経

とうとしていますが、透析療法や透析関連装置

についてまだわからないことが多く、その他の

医療機器に関しても知らなければいけないこと

ばかりです。患者様の状態管理や穿刺技術など

に関しても先輩方からは学ばされることが多

く、それらを見逃さないよう吸収し、自分でも

知識不足だと感じる部分では勉強して、漫然と

過ごすのではなく向上心を持って日々学んでい

こうと思います。 

 道東にある田舎の小さな病院ではあります

が、その分、この地域の方々にとって重要な存

在であると感じているので、今後もその一員と

して、技士の先輩方や他スタッフの方々に学び、

患者様や周囲の方々から信頼される技士を目指

して努力していきたいと思います。 

 



2011-(7)              公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース             ２０１１年３月 



2011-(8)               公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース               ２０１１年３月 



2011-(9)                公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース              ２０１１年３月 

 

\\



2011-(10)               公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース               ２０１１年３月 

印刷 
 

前田印刷株式会社 

〒078-8233 

旭川市豊岡３条６丁目 

２番２０号 

 ０１６６－３４－０１１１ 

 

 
北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当     仁友会 北彩都病院 臨床工学科 石川幸広 

          旭川赤十字病院 臨床工学課 脇田邦彦 

編集委員      旭川赤十字病院 臨床工学課 奥山幸典 

          旭川リハビリテーション病院 木村吉治 

仁友会 北彩都病院 臨床工学科 野尻 誠 


